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新年のごあいさつ   委員長 原 田 守 雄 

輝かしい新春を迎え会員の皆様には、益々ご健勝の事とお慶び申し上げます。旧年中県本部

始め「埼玉の自然」や撮影会コンテストなどの事業のほか、メーカーの協賛を得てデジタルプ

催し、会員のレタッチ技術の向上を図るなど数々の事業を行なって参りました。そのほか会員

各種コンテストの上位を占めるなど、全国的にも注目されるようになりました。 
また、全日写連では朝日新聞との連携は欠かせないもので、本県では歌人沖ななも先生のコ

真や、高校野球県大会の出場全校のプレーを取材するなど、様々な企画に積極的に協力してき

が認められ県本部としては、二度目の奨励賞を受賞することが内定されました。今回の受賞を

びに会員皆様のご協力を頂き、各種事業を実施してまいる所存です。 
末筆ながら本年も宜しくお願いすると共に、皆様のご活躍をご期待申し上げます。 

 

2月 9日から「埼玉の自然」入賞・入選作品展 
応募、昨年を大幅に上回る  （石橋関東本部委員） 

第 24回を迎えた「私がみつけた埼玉の自然フォトコン
テスト」は、応募者数 388（前回 352）名、作品 848（前
回 733）点と昨年を大幅に上回る応募の中から、12月 1
日（火）、大久保辰朗（東京都本部委員長）、三浦央（エ

プソン販売）、芳賀健二（ニコンイメージングジャパン）、

小林貴（スタート・ラボ）4 氏による厳正な審査の結果、
最優秀賞 1点、優秀賞 2点、特選 3点、準特選 19点、
入選 110点が決定、入賞・入選作品展が 2月 9日（火）
から 14 日（日）まで、埼玉県立近代美術館において開
催されます。また、11日（水・祝）には同所で表彰式が
開催されます。入賞・入選者は裏面に掲載の方々です。 

 冬の例会は 2月 20日（土）開催 （松本副委員長） 

県本部秋の例会は 10月 31日（土）県民活動総合セン
ターにおいて開催されました。出席者は 58 名、作品の
出品点数は単写真 87点、組写真 53点でした。 
冬の例会は 2月 20日（土）、13時 30分から同センタ

ーで開催します。 

林 関東本部委員長がフォトアサヒに連載 

 林喜一関東本部委員長の執筆による「一からわかるデ

ジタル写真教室」講座が、フォトアサヒ 1月号からスター
ト、1年間にわたって連載されます。 
林委員長は「今年は全日写連にとって『デジタル拡大

元年』と位置付け、沢山の会員にデジタルを理解して頂

くことになりました。写真の表現はフィルム、デジタル

関係なく作品として評価される訳ですが、これからデジ

タルを始めようとする人達のために私の経験に基づき執

筆します。是非皆さんのご意見も参考に書き続けたいと

思いますのでご協力を…」と抱負を語っておられます。 

埼玉が 2年連続で最多入選
第 70回国際

第 70 回「国際写真サロン」（連盟
ヵ国から 5401点、国内 3636点、総計
あり、田沼武能会長、林喜一関東本部

より審査が行われました。 
国内入選作品 50点のうち県別では
多で、以下愛知 9点、三重、大阪が各
埼玉は、審査員特別賞が大島斎礼さ

夫、木村英二、後藤芙美子、佐藤親正

稔、菊地博子、田沼清昭、山本メリの

入選は 2年連続の快挙でした。 

「川越」対「彩北」の支部対抗戦（

 アサヒカメラとキヤノンマーケティングジ

抗戦が、11月 25～26日の 2日間開催
部から選ばれた各 9名は、川越市内を
市民会館会議室で A3ノビにプリント
提出、丹羽敏憲千葉県本部委員長他 3
公開審査の結果、団体戦は 5：4で川越
しかし分析ポイントでは 14：13で彩北
た。個人戦のキヤノン賞は川越の佐々

ヒカメラ賞は彩北の卯木郁朗さんが受

私は最終日に顔を出しましたが、私

き分けのように思えました。急に飛び

快く受けて下さり感謝しています。こ

メラ 2月号（1月 20日発売）に詳しく
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第 24回埼玉の自然フォトコンテスト受賞者（敬称略） 
○最優秀賞 岡部アキ  
○優秀賞 小山憲一 岡部蝶子 
○特選 若井良広 桜井百合子 池田一郎 
○準特選 斉藤憲子 並木久一 堀之内稔 杉田庄治 

庵地紀子 向山南海子 中村千恵子 服部清次 斎藤光一 
小澤訓夫 弓田吉男 酒井理吉 山田文夫 大場伸二 

高橋浩精 田村真由美 箕田俊子 原文男 小河美弘  
○入選 森澤綾子 成田吉貞 登内芙美子 田島賢一 

石塚英一 山本肇 黒沢雍弘 松岡俊夫 村田光司 大

澤貴 中嶋幸子 伊藤香世子 大橋常雄 北原信夫 北

村照子 発知利治 戸島立子 長谷川清 谷島澄代 三

好紘一 佐々木文世 小池源介 高木敬奨 山原敏子 

豊田幸浩 渡辺章 仙波晋 小久保敦央 内山妙子 阿

部敏夫 川口敦子 浜島捷晃 根岸駿夫 稲村弭 新井

房子 日柄進 山下智子 竹内富士子 渋沢正一 小山

正隆 藤澤正房 滝沢益三 本橋とし子 山田道也 吉

田功 木村英二 坂本興一 加藤和代 石澤純子 藤野

好夫 山崎光隆 新井雅之 大久保由美子 大坪弘人 

赤荻丈夫 山川隆之 川村勝己 中島清子 小谷野誠 

浜尾正和 高橋洋司 桑原正雄 沼田操 須藤松枝 山

口欣一 上村東毅 鈴木博子 野村豊 田中剛 竹内亮 

四方康子 羽染厚子 池田紘治 葛西衣音 高橋徹也 

龍沢豊文 村野隆治 高相友三郎 桜井進 新藤邦泰 

石井常雄 佐々木妙子 首藤凱宏 増田益子 小松崎武

美 田沼清昭 小林友明 小林礼子 谷村愛子 長岡キ

ヨエ 箕田勇 佐々木勝男 小澤進 小久保武文 田中

栄次  佐藤恵七郎 古出富子 久我忠 齋藤たつみ 
小島文夫 小島弟 小峰英二 高橋鉄雄 大谷木春男 

茂木延夫 平澤悦夫 北内毅 田村公司 鈴木きみ子 

山岸義男 

県本部撮影会の表彰式行われる（佐藤関東本部委員） 

「大地の芸術祭と牛の角突き」撮影会のコンテストは、

70名から 670点と多数の応募があり、松本正関東本部
委員、エプソン販売三浦央先生、スタート・ラボ小林貴先

生の審査により受賞者が決定、10月 24日（土）表彰式
が行われ、協賛会社から沢山の賞品が贈られました。 

○最優秀賞 原文男 ○優秀賞 島津典祐 ○朝日新聞

社賞 箕田勇 ○全日本写真連盟賞 田村真由美 ○朝

日新聞さいたま総局長賞 古怒田潔 ○全日写連埼玉県

本部委員長賞 増田益子  

○撮影会賞 白石荘 浜富雄 新井傳 斉藤憲子 岡安

宏典 佐藤恵七郎  ○墨田賞 萩原幸作 山下智子  

○準優秀賞 中沢博 山口欽一 酒井理吉 佐々木文世 

吉田和夫 吉良靖 山原敏子 益田穣二 内山龍雄 白

鳥正之 桜井百合子 船生利雄  

○入選 塚原繁子 田村公司 成田吉貞 堀之内稔 廿

日岩圭子 中山栄子 豊田美徳 川村勝己 黒崎義雄 

利根川幸雄 大坪弘人 牧野匡邦 新井房子 卯木郁朗 

加藤祐三 服部清次 三浦喜代子 谷島澄代 伊倉澄子 

鈴木博子 弓田吉男 山﨑文子 渡邊章 吉川仁 

「エプソン・プリントセミナー」を開催（増田関東本部委員） 

10月 28日（水）午後 1時から 5時まで県民活動セン
ターにおいて、エプソン販売の協力による写真教室「デ

ジタルプリントセミナー」が開催され、各支部から 116 名
が参加、プロのレタッチャーによる画像修正のツボ、フォ

トコンテスト応募のポイントなどを受講しました。 

「写真データの保存と活用」の講演会 

 10月 24日（土）の県本部委員会に続いて、（株）スタ
ート・ラボ 企画統括部の小林貴担当部長により、「デジタ
ル写真データの光ディスクへの安心保存と活用」の講演会が

行われ、ダブルバックアップの必要性やメディアの選び

方などについて講義を受けました。 

支部の動向と写真展のご案内  

ネーチャーフォト支部 「アサヒカメラ」9月号の「全日写連
だより」に、「身近な自然を愛し、撮り続ける会員たち」

として会員 55名の活動状況が紹介されました。 
熊谷中央支部 「フォトコン」11 月号に、「クラブのプロフ
ィール」と同誌主催の「クラブ対抗デジフォト合戦」に見

事優勝した記事の二つが掲載されました。 

第 10回 女性支部展 
会期：1月 27日（水）～31日（日） 

10:00～17:00（最終日は 16：00まで） 
会場：埼玉会館 第 2展示室 
   連絡先 048-725-3280（石橋哲子さん） 
第 9回 西武支部写真展 
会期：2月 5日（金）～9日（火）10：00～19：30 
   （初日は 13：00から、最終日は 17：00まで） 
会場：まるひろ 入間店 1F エントランスホール 

   （全日写連関東本部委員展作品を同時展示） 

   連絡先 042-973-0088（木村英二さん） 
第 4回 東浦和支部写真展 
会期：2月 8日（月）～14日（日）9：00～17：00 
   （初日は 12：00から、最終日は 16：00まで） 
会場：さいたま市民ギャラリー（さいたま市役所東側広場内） 

    連絡先 048-873-4665（加藤勝彦さん） 
第 3回 デジタルアート支部作品展 
会期：2月 9日（火）～14日（日）9：00～17：00 
   会場：川越市立美術館 市民ギャラリー 

   連絡先 049-231-2598（原文男さん） 
第 14回 すいよう支部写真展 
会期：2月 11日（木）～17日（水）10：00～18：00 
  （初日は 13：00から、最終日は 17：00まで） 
会場：上尾市民ギャラリー（上尾駅東口アリコベール館 2F） 
    連絡先 048-781-0587（川村勝巳さん） 
第 12回 彩北支部写真展 
会期：3月 4日（木）～7日（日） 
   9：00～17：00（最終日は 16：00まで） 
会場：加須市 パストラル かぞ 展示室 
連絡先：0480-62-5941（佐藤親正さん） 
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